
実
正
閏
血
事
由
パ
司
二
t
-
u
q
宙
開
↓
4
4

高
司
嚇
優
物

aJ咽
-

K

鴨
司
一
回
一
団
理
一
マ

ff適量目-一月ブL勾三 11.';f，日前ヨ

禁

輔

載

品
開

一
岬
枇
と
課
税
:
・
;
:
‘
・
:
:
・
法
翠
槽
士
神
戸
正
雄

利
子
の
限
界
生
産
力
説
・
i
l
l
-
-
-
:
E
i
-
-
;
:
文
皐
博
士
高
田
保
馬

市
町
村
の
捨
枕
力
;
;
:
・
島
小
-
:
:
将
道
官
博
士
沙
見
三
郎

時

削

拾

醐

現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制
・
・
一
-
管
理
懐
中
占
小
島
昌
太
郎

研

究

保
険
償
額
規
定
無
用
論

:
-
-
i
t
-
-
:
:
・
:
:
経
湾
宰
士
佐
波
官
一
平

カ

l
ル
・
ク
ニ

l
ス
の
国
民
経
情
皐
-

J

-

将
鴻
皐
士
出
口
勇
蔵

産
業
的
精
児
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
・
経
済
宗
士
中
谷
貰

叢

ia 

喝+

fe 

産
物
合
所
に
つ
い
て

E
t
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
葉
山
小
博
士
本
庄
築
治
郎

ナ

チ

ス

の

所

得

税

政

策

純

一

四

宰

土

柏

井

象

雄

カ

ル

テ

ル

の

景

気

費

動

へ

の

作

用

経

湾

皐

士

回

杉

競

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



カ

lレ

の
閲
民
経
済
事

ク

ス

出

勇

戒

口

「
各
個
の
科
撃
の
伺
有
の
本
質
は
、
そ
の
研
究
範
囲
・
そ
れ
に
課
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
課
題
・
及
び
こ
れ
を
解
く
べ
き
方

法
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
」
と
醤
歴
史
皐
慌
の
理
論
的
代
表
者
と
百
せ
ら
る
¥J

カ

l
y
・
ク
ニ

l
ス

こ
の
一
一
言
葉
に
従
っ
て
、
我
冷
は
彼
の
理
論
的
主
著
「
隈
史
的
立
場
よ
り
見
だ
る
政
治

艇
沸
串
」
{
口
固
め
ち
三
恒
三
月
C
m
T
2
吉
三
一
巾
て
)
己
官
月
一
z
n
E
R
]戸

π=
百
三
三
一
三
コ

r
F
2
5に
於
て
、

(
一
ヘ
て
一
一
八
九
八
)
ほ
一
疋
ふ
。

hrえ
乃

J

同
刻

E
E
斉
唱

r
T
L
z
i
!£
恥
正
叫
V
J
-

の
本
質
を
検
討
し
た
い
と
思
ふ
。

一、
研
究
範
囲
郎
ち
圃
民
経
漕

(
一
)
ク
-
一

I
ス
は
寸
岡
民
経
漕
墜
に
卦
し
て
は
只
人
間
従
つ
で
闘
民
を
し
て
家
政
的
活
動
に
赴
ー
が
し
め
る
と
こ

ろ
の
外
的
蕃
の
み
が
考
察
せ
ら
れ
る
」
、
「
外
的
苦
と
は
人
間
的
欲
望
を
揃
足
せ
し
む
る
に
趨
す
る
物
的
財

川

、

、

、

、

で
み
る
」
と
一
般
に
経
済
債
値
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
(
二
)
経
済
行
魚
の
規
定
に
営
っ
て
、
我
ム
市
は
先
づ
ク
ユ

l
ス

、
、
.
、
、
、

の
人
間
拳
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
人
聞
は
そ
の
生
命
の
た
め
に
外
界
か
ら
封
象
を
必
要
と
す
る
個
別
的
有
機
臨

で
あ
る
」
、

と
彼
は
一
五
ふ
o

彼
の
人
間
皐
が
有
機
龍
説
で
あ
る
こ
と
に
先
づ
注
目
し
ゃ
う
。
経
済
行
混
と
は
「
超
掛

カ
?
で
ク

?
s
ス
の
同
民
縫
済
摩

第
四
十
一
巻

第

披

九

九

IζKnie::;， Dieコoliti::;chcOekonomie '10m ~.eschichtlich己n Standj>uncte， 1883 
S. 157 
Cf. J. r三.Tn芸γ口 J，A History of Polili""l. Economy (1923) p. 198. 
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カ

1
L
H
・
ク
品

1
1
の
国
民
経
海
底
干

第
三
披

九
pq 

第
四
十
一
巻

九

財
の
生
産
と
獲
得
」
の
み
な
ら
や
、
叉
「
そ
の
趨
用
と
消
費
し
を
も
意
味
す
る
、
印
ち
「
岡
氏
経
曹
の
主
要
部
分
」
は
生

産
⑨
消
費
・
分
配
で
め
ふ
。
こ
の
技
術
的
規
定
と
並
ん
で
賞
践
的
規
定
が
あ
る
。

ク
ニ
・
I
只
に
従
へ
ば
、
普
通
自
由

主
義
的
経
稗
串
に
於
て
経
梼
行
魚
の
唯
一
の
動
機
ピ
と
考
へ
ら
れ
る

P
門
誌
斥

m
o
u
s
g
は
、
自
愛
心
(
∞
町
一
Z
E
m
r
)

と
利
己
心

(
ω
n
F
5
5
F
門
)
と
じ
分
け
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
自
愛
心
と
は
、
巴
同
町
ロ
巧
AUF-
を
求
め
る
衝
動
で
あ
り
、

「
そ
の
概
念
に
於
て
は
家
族
。
隣
人
巾
及
び
施
閥
“
へ
の
愛
ー
と
何
等
矛
盾
を
含
ん
で
は
ゐ
A
V
」
、
「
人
聞
に
於
け
る
正
常

前
な
道
徳
的
な
本
分
で
わ
る
L
c
灰
之
刺
己
心
土
以
也
}w
一mn
口
山
口
町
口
門
念
、
追
求
す
る
、
酢
ち
之
は
「
他
人
・
1

民
間
開
仁
割
寸

る
無
闘
心
・
無
思
慮
・
敵
劃
・
奪
略
へ
の
用
意
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
自
愛
心
」
で
あ
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
国
民
・
あ
ら
ゆ
る

時
・
に
於
て
、
非
道
徳
的
正
考
へ
ら
れ
る
人
間
性
に
於
け
る
麓
態
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
に

]ω

ミ
丘
町
内
O
Z
2
5

と
云
は
れ
る
も
の
は
、
か
く
「
善
悪
の
二
要
素
」
に
分
け
、
前
者
は
之
を
是
認
し
、
後
者
は
之
を
排
斥
せ
ね
ば
な
ら

品
。
次
に
共
同
一
枇
曾
に
於
け
る
人
間
に
は
、
隣
人
及
び
共
同
躍
に
劃
す
る
閥
心
、
印
ち
の
巾
ヨ
町
一
口
4
3
E
を
追
求
す

る
共
同
心
(
の
凸
ヨ
孔
一
日
一
口
口
)
が
め
る
。
自
愛
心
は
個
人
の
自
己
へ
の
関
係
に
於
て
、
共
同
心
は
個
人
の
を
韓
へ
の
闘

係
に
於
て
働
〈

O

だ
が
佃
人
と
個
人
と
の
関
係
に
於
け
る
行
震
の
動
機
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

で
あ
る
、
以
上
三
つ
の
根
本
衝
動
が
経
済
行
魚
に
於
て
も
働
ら
〈
と
ク

z
l
ス

之
が
豆
義
心

(
ω
5
2
P『
日

μ
ぬ円

}
H

門
E

・切口一一
m
r
m
X
)

は
遮
べ
る
。

会
乙
次
に
一
耽
合
百
哲
率
的
規
定
を
窺
は
う
。
彼
は
園
民
経
済
を
解
〈
に
、
「
睦
史
的
岡
民
経
糟
の
具
韓
的
基
礎
」
を

位
越
す
る
事
を
以
て
初
め
る
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。

何
岡
市
添
の
個
有
な
る
地
域
三
5
2
m町内-丘一円

rg
K. I{nies， ibid. S. J 59・ 5) s. 20I. 
s. I59・ 2) Eigenwohl とは自己保存・快感・自に:~{f.'主張し完成せしめんと
する座カを指す 5S.236， 237・

ebenda: - 4) s. 242. 5) S.S 240， 24I. 
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F
E
z
-
nロ
門
吉
田

g
gロ
)
1
1
地
域
と
は
「
自
然
に
よ
っ
て
典
へ
ら
れ
七
地
盤
」
で
あ
り
、
「
此
地
盤
は
常
じ
具
鵠

的
な
る
個
有
性
に
於
て
の
み
存
在
す
L
。
」
故
に
地
域
と
岡
民
経
済
の
諸
現
象
に
封
し
て
軌
範
的
な
る
も
の
と
し
て

表
は
れ
る
諸
保
件
(
地
域
の
表
面
・
高
き
・
集
候
・
水
路
・
海
岸
線
、
境
芥
を
接
す
る
土
地
の
性
質
等
ご
と
の
自
然
必
然
的
闘
係
が
指
示
せ

ら
る
れ
ば
、
個
々
の
園
民
の
経
済
的
基
礎
に
於
け
る
自
然
的
差
別
が
確
立
せ
ら
れ
る
。
却
ち
そ
の
園
の
生
産
物
の

種
類
と
品
質
・
人
間
の
気
質
・
消
費
財
の
種
類
等
に
於
け
る
地
域
の
個
別
性
が
明
か
に
さ
れ
る
。
山
間
閥
民
の
佃
有

な
る
本
質

3
5
m
r州
内

E
E
m
m
宅

内

出

向

ロ

仏

2
2
3円
r
E
3
2
〈
。
ニ
内
向
田

)
l
|
ク
ニ

l
ス
は
園
民
経
済
の
考
察
に
嘗

っ
て
甚
亡
重
要
で
あ
3
人
間
性
の
具
閥
的
研
究
が
従
来
無
視
さ
れ
て
ゐ
に
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ス
ミ
ス
は
経
稗
行

得い
h

於
ゆ
る
人
閣
の
衝
動
を
鋭
〈
有
楽
し
E
光
人
役
時
一
ぐ
大
事
業
診
な
し
た
い
か
、
「
人
聞
の
岡
民
的
性
格
し
は
何
鼠

、、

に
も
考
察
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
と
彼
は
云
っ
て
ゐ
る
。
然
ら
ぱ
園
民
と
は
何
で
あ
る
か
。

そ
れ

十旨、 は
し、如
示、何
さ、な
れ、る
〉、前
はー、提
直、を?

も
待
つ
こ
と
な

t
、
一
般
的
生
活
経
験
か
ら
必
要
な
要
素
が
異
議
な
く
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
て
、

ち
に
批
味
見
せ
ら
れ
る
が
如
き
封
象
の
一
つ
で
あ
る
。
人
間
の
岡
民
的
要
素
を
生
ぜ
し
h
u
る
も
の
は
、
「
血
統
と
共
同

な
る
瞳
駿
じ
で
あ
り
、
同
氏
に
は
「
統
一
的
な
る
精
神
」
が
生
守
る
か
ら
、
「
岡
民
は
個
々
の
個
人
の
勝
手
な
綿
計
と

は
這
っ
た
も
の
で
あ
る
」

こ
の
二
つ
の
具
瞳
的
地
盤
の
外
に
、
園
民
経
済
に
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
に
、
岡
家
樺
力
・
宗
教
教
含
)
・
支
配
的
思

潮
が
あ
る
。
か
〈
岡
氏
経
済
が
種
々
の
傑
件
の
上
に
考
察
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
岡
民
経
済
が
「
杢
歴
史
的
園
民
生

活
と
の
統
一
的
聯
闘
に
於
て
」
現
解
さ
忍
べ
き
事
を
意
味
す
る
。
蓋
し
「
閏
民
の
経
済
的
肢
態
及
び
竣
展
は
、
闘
民

力

1
ル
・
ク
エ
ー
ス
の
凶
民
総
務
単

九
YI.. 
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四
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一
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力

1
ル
・
グ
昌

1

ス
の
同
氏
維
持
間
半

第
四
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一
容
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披

九
ノ、

の
み
一
生
命
有
機
慢
と
密
接
に
結
合
さ
れ
た
一
銭
と
し
て
見
ら
る
」
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。
か
く
て
岡
民
粧
梼
は

一
有
機
簡
で
あ
る
。
「
只
此
慮
で
問
題
で
あ
る
の
は
、

ヨ
リ
高
度
な
有
機
酷
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
殊
的
本
質
は

そ
れ
が
植
物
的
及
び
動
物
的
な
自
然
的
佃
韓
的
有
機
瞳
で
は
な
く
、
『
複
雑
な
る
物
睦
』
、
卸
ち
文
化
生
産
物
と
し

て
生
成
を
な
せ
る
集
岡
有
機
腫

(ho--
岳
号
l
o
a
E
2
2
5
)
で
あ
る
」
と
、
被
は
更
に
之
を
特
徴
づ
け
て
云
ふ
。

hw

、
‘
町
、
、
、
、

(
四
〉
、
最
後
に
岡
氏
経
搾
の
歴
史
哲
皐
的
規
定
宇
佐
概
説
す
る
。
有
機
韓
と
し
て
の
各
同
氏
粧
捕
は
個
有
的
な
る

殺
騒
が
〕
砂
地
げ
る
c

ぞ
れ

υ同
氏
史
と
人
類
史
と
の
聯
闘
仁
於
て
考
察

g
れ
Z
事
会
要
す
3
0
然
ら
ぱ
岡
氏
史
と
人

類
史
と
は
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
雨
者
の
礎
展
は
全
然
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
逆
に
雨
者

は
全
然
復
交
渉
で
も
な
い
。
我
今
は
、
岡
氏
史
に
於
て
そ
れ
に
個
有
的
な
も
の
左
共
に
、
人
類
史
と
の
類
似
性
・
共

通
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
品
。
斯
の
如
〈
ク
ュ

1
ス
は
圃
民
の
史
的
殺
展
を
、

一
般
人
類
史
的
援
展
と
そ
れ
に

個
有
な
る
竣
展
と
に
二
分
す
る
。
こ
の
匝
別
は
岡
民
経
済
の
後
展
に
就
て
も
同
様
に
一
去
は
る
べ
き
で
あ

h
、
そ
の

正
し
い
把
握
に
重
大
な
る
意
義
を
持
つ
。
即
ち
闘
民
経
済
の
設
展
に
は
二
つ
の
も
の
が
め
る
二
は
「
人
類
の
歴
史

的
生
命
に
於
け
る
闘
民
極
構
の
礎
展
」
、
他
は
「
各
岡
民
の
生
命
内
部
に
於
け
る
鰹
稗
的
接
展
」
で
あ

L
o
此
見
地
よ

h
J
彼
は
、

y
ス
ト
及
び
ロ
ッ
シ
ャ
!
を
批
剣
す
る
。
リ
ノ
ス
ト
の
圃
民
経
梼
按
展
段
階
説
は
、
英
闘
の
粧
糟
獄
態
を
最
高

の
稜
展
段
階
と
な
し
、
園
民
経
漕
は
そ
の
方
向
に
向
っ
て
準
ひ
と
な
す
け
れ
ど
色
、
之
は
こ
う
に
云
ふ
第
一
の
も

へ
!
グ
Y
哲
撃
の
影
響
を
受
け
て
抽
象
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の
〉
み
に
注
目
し
て
作
製
さ
れ
、

12 

ツ

hv

ャ
I
は
反
劃
に
、
第
二
の
後
展
過
程
に
佳
目
し
て
段
階
読
を
建
て
、
「
非
常
に
大
な
る
永
績
的
な
功
績
を
成
し
遮

5S. 106-'4'. 1) 円. 141. 
国民庇と人類史との類似性は個人の普遍人間的同Ht性(alIgemeinmenschl凶 e
Artglcichhei t)に基づく。!:i5.'46， 147 
55. -151， 152:4) 5S. 381，382. Vgl， 55. '51-153 5S. 366-369. 
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げ
に
」
が
、
彼
は
悶
民
極
構
の
歴
史
よ
ち
異
理
を
得
ん
と
す
る
に
熱
心
な
る
館
、
り
、
第
一
の
志
の
を
充
分
に
注
意
し

な
か
っ
た
の
で
め
る
。

最
後
に
圃
民
経
済
の
個
有
な
る
殺
展
に
闘
す
る
一
つ
の
反
劃
設
に
欄
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
等
は
園
民
経

油
開
の
基
礎
が
個
有
的
で
あ
る
こ
と
は
承
認
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
個
有
性
は
科
皐
的
・
技
術
的
知
識
の
瞬
大
、
交
通

の
後
展
等
に
よ
っ
て
重
要
性
を
失
ひ
、
岡
氏
極
漕
の
基
礎
は
一
般
化
せ
ら
れ
る
と
な
す
。
が
之
は
誤
謬
で
あ
る
。

蓋
し
文
化
の
進
歩
は
盆
ミ
能
力
を
掛
立
せ
し
め
、
些
細
な
る
差
異
が
決
定
的
作
用
を
及
ぼ
し
て
個
有
性
を
強
化
し
、

低
い
文
化
段
階
に
於
け
る
基
礎
の
類
似
は
、
政
悦
炭
を
途
げ
た
差
異
の
快
乏
に
す
、
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
品
。

以
上
が
グ
1
1
1
1

の
閥
氏
粧
神
の
規
定
の
概
要
?
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
的
な
る
も
の
佐
掲
げ
て
後
述
す
る
批
剣

へ
の
手
引
と
し
ゃ
う
。
先
づ
彼
は
人
間
・
園
民
経
済
を
有
機
瞳
と
し
て
把
へ
る
。
次
に
岡
民
の
規
定
が
不
分
明
で

あ
り
、
民
族
・
岡
家
・
園
民
の
直
別
が
明
瞭
で
は
な
い
。
経
済
行
免
の
貫
践
的
規
定
は
、

H
U
H
-
-
〈
伊
丹

m
m
d一回目

5
を
善
悪

の
二
要
素
に
分
つ
外
.
ス
ミ
ス
の
そ
れ
と
略
等
し
く
、
倫
理
皐
的
基
礎
に
於
て
は
ス
ミ
ス
よ
り
遁
か
に
劣
る
と
云

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
彼
は
岡
民
経
梼
の
毅
展
に
は
、
人
類
史
的
後
展
と
個
別
的
後
展
と
の
二
相
が
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
け
れ
ど
色
、
そ
の
聞
の
関
係
が
明
瞭
で
は
な
〈
、
位
が
特
に
強
調
せ
ん
と
す
る
は
、
岡

民
経
済
の
個
有
性
の
強
化
の
一
面
で
あ
る
。

=
、
国
民
経
漕
畢
の
課
題
と
方
連

ヵ

1
1
7
タ
昌
?
ス
の
国
民
経
海
皐

第
四
十
一
巻

-
一
ニ
九
五

第
三
時
碗

九
一じ

S， 154. 2) S. 92. 
Moral SentilIl.ents 1:於げるスミスとの比按に於で云」、のである。3) 
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1

ス
の
園
長
経
縄
問
事

-
三
九
六

第

務

九
月、

第
四
十
一
巻

上
越
の
岡
民
経
漕
を
卦
象
と
す
る
ク
ユ

1
ス
の
岡
氏
腔
梼
皐
の
課
題
と
方
法
と
を
探
ぬ
る
に
嘗
っ
て
、
先
づ
彼

の
立
場
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
c

初
め
に
園
民
麗
持
率
の
科
皐
的
性
質
に
就
て
彼
の
云
ふ
こ
と
を
聞
か
う
。

彼
は
本
書
の
序
文
に
於
て
、
「
政
治
経
稗
墜
の
字
義
よ
り
判
明
す
る
意
義
深
き
諸
目
標
」
と
し
て
左
に
要
約
す
る
が

如
き
命
題
を
掲
げ
て
ゐ
る
。

、

‘

.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

経
樺
由
時
平
は
、
人
間
生
活
の
一
領
域
卸
ち
人
間
的
目
的
な
建
す
石
大
め
の
人
間
的
行
魚
・
人
間
的
朕
態
及
び

舌叩、
lP~~ . 

問、岡町

を・
耳耳1(【

事扱t 
J、

0) 

3生: 

釘
官n1 
語拐誠j児i 
』は式

臨
掛
財
仁
よ
っ
て
他
ー
と
匝
則
さ
れ
る
が
.
粧
掛
尉
は
物
的
本
質
、
.
と
し
て
宅

は
な
〈
入
聞
の
意
欲
及
び
行
動
の
封
象
で
あ
り
、
欲
望
の
満
足
の
手
段
と
し
て
の
み
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

技
ゅ
の
問
題
そ
の
も
の
印
ち
物
財
の
生
産
に
於
け
る
外
的
態
度
の
術
に
闘
す
る
説
明
は
、
政
治
経
漕
撃
に

ー
ー

属
さ
な
い
。問

題
は
単
な
る
経
済
皐
で
は
な
〈
、
「
政
治
L
経
済
皐
で
あ
る
。
之
は
次
の
二
面
よ
り
注
意
さ
る
べ
き
で
め

る
。
川
W
此
慮
で
云
ふ
「
政
治
的
」
と
は
、
一
砂
ム
一
百
小
町
'
と
匡
別
さ
れ
る
意
味
で
の
酌
恥
骨
叉
は
岡
家
的
の
意
味
で
は
な
〈

そ
の
意
味
で
の
枇
命
日
的
を
も
含
h
u
。
政
治
極
構
畢
は
又
祉
舎
程
掛
皐
を
も
意
味
す
る
o
州
政
治
的
従
っ
て
祉
曾
的
・

政
治
的
経
評
皐
は
、
特
殊
化
さ
れ
た
家
政
内
部
の
出
来
事
及
び
秒
経
済
生
活
の
範
園
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
研
究
と

E
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
・
政
治
経
樺
皐
の
取
扱
ふ
も
の
は
二
の
会
簡
に
編
入
せ
ら
れ
た
経
漕
現
象
卸
ち
法
的
秩
序

内
部
に
於
け
る
祉
合
的
及
び
政
治
的
保
件
の
上
で
・
及
び
岡
家
組
織
か
ら
・
起
る
左
こ
ろ
の
人
聞
の
経
掛
的
弁
仲
生

活
(
王
立
山
口
E
E
r
-
-
2
の而

Em--2-z官
t
H
h
宮
口
)
の
現
象
で
あ
る
。
故
に
政
治
経
梼
皐
は
、
現
代
「
岡
家
及
び
祉
合

SS. 1-4. 



科
皐
」

(
ω
E
g
z・。日出向一一円一
graa言
明
印

g
間口

E
F三
と
呼
ば
れ
る
科
撃
に
編
入
き
る
，
べ
き
で
あ
る
。
|
|
グ
ニ

l

と
も
呼
ぶ
。
そ
の
科
血
中
論
上
の

ス
は
之
を
又
「
道
徳
的
政
治
的
科
皐
」
(
冨
空
白
-u岳・司
0
5
5
F
m
名目白日口印円

E
P
=
)

地
位
は
、
自
然
科
撃
と
精
神
科
皐
と
の
中
間
に
位
す
る
。
前
者
の
如
〈
人
間
精
神
の
外
部
に
あ
る
外
界
の
現
象
を

取
扱
ふ
も
の
で
は
な
く
、
叉
後
者
の
如
〈
人
間
の
内
部
に
於
け
る
思
想
及
び
表
象
の
世
界
を
劃
象
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
人
聞
の
活
動
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
佃
人
及
び
会
開
民
の
一
枇
曾
化
さ
れ
、
法
的
秩
序
を
持

つ
生
活
共
同
瞳
、
戚
質
的
に
知
畳
可
能
な
る
外
界
の
肢
態
が
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

回
、
「
岡
家
及
び
社
命
日
科
事
L

の
中
で
、
政
治
経
済
摩
は
、
経
済
的
欲
望
・
経
捧
的
活
動
・
経
情
的
事
象
及
び
経
済

h
日

h
E
自
白
、
ノ

5
4件
H
n
v
酌
相
コ

-

h
陣
、
ノ
沼

T
何
叫
十
円
'
二
古
一
川
り

2
1
9
D
O

出
口
早
川
却
」

σ-血
団
長
q
l
」
〆
ー
品
比
日
宇
宙
」

6
1
H胆
目
、
f
t
J・

以
上
の
四
命
題
は
経
済
皐
の
一
般
的
概
念
及
び
皐
問
的
世
質
を
示
し
て
ゐ
る
。
経
済
撃
は
技
術
皐
及
び
私
経
済

皐
正
区
別
さ
れ
て
、
「
一
の
杢
臨
に
編
入
せ
ら
れ
た
・
法
的
秩
序
内
部
に
於
け
る
世
合
的
政
治
的
僚
件
の
上
で
、
及
び

園
家
組
織
か
ら
、
起
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
経
済
的
共
同
生
活
の
・
現
象
」
を
取
扱
ふ
政
治
的
吐
合
的
経
漕
皐
で
あ
る

と
彼
は
云
ふ
。
次
に
経
掛
血
中
の
科
皐
論
上
の
地
位
の
指
定
は
、
恐
ら
〈
こ
の
方
面
の
先
駆
に
数
へ
ら
る
べ
〈
、
現

在
「
-
プ
ュ

l
プ
ス
の
皐
」
と
し
て
、
歴
史
皐
及
び
自
然
科
皐
か
ら
匝
別
さ
れ
て
ゐ
る
も
臥
・
3

荊
芽
金
こ
う
に
見
る
こ

と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

次
に
歴
史
皐
混
と
し
て
の
ク
ニ
!
ス
の
一
立
場
は
、
彼
一
か
「
私
の
政
治
経
稗
皐
の
把
撞
の
暫
定
的
形
式
化
」
と
呼
ん

で
ゐ
る
「
経
掛
皐
の
暦
史
的
把
握
が
基
づ
〈
根
本
命
題
」
に
よ
っ
て
克
に
明
瞭
に
窺
ふ
こ
と
が
出
家
3
0
次
に
要
約

方
ー
ケ
ク
昌
I
Z
の
園
民
経
済
準

第
四
十
一
巻

第

就

九，
丸

三
九
七

出.436 Dil theyが精肺科撃と呼ぶ以前に、比の名稽を用ひたことは知ち品、
左ころである。 Vgl.Dilthcy， Ges.日ch引 Hd.V. 5. 3' 
J. B. Say が輝君事現象から政治現象少捨象してしまっτ以来、経済筆は政治
経済皐から離脱しでしまっ1:ので<!;， s~彼は云ムヲ
西国岬士、哲皐の根本問題練編 PI'.".8-:-225参照
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カ

I
T
F
品

I
R
の
園
民
経
済
事

第
四
十
一
巻

九
j¥. 

第

盟主

。
O 

す
る
も
の
が
之
で
め
る
。

艦
稗
撃
の
理
論
は
、
極
端
関
駅
態
と
同
じ
〈
歴
史
的
殺
展
の
産
物
で
あ
る
。

--
田町

経
稗
撃
は
人
類
的
及
び
岡
氏
史
的
時
期
の
杢
有
機
瞳
と
の
活
A

押
せ
る
結
合
に
於
て
、
時
間
・
事
問
・
園
民
性

の
諸
僚
件
と
共
に
、
及
び
そ
れ
ら
か
ら
成
長
し
、
存
立
し
、

ヨ
内
ノ
進
ん
だ
殺
展
へ
と
形
成
せ
ら
れ
る
。

---
副

圃

刷

結
構
串
は
歴
史
的
生
を
理
論
の
内
容
に
持
ち
、
結
論
に
歴
史
的
解
符
の
性
格
を
輿
へ
す
仁
は
お
か
な
い
。

粧
持
問
料
干
の
「
一
般
扶
則
L
U
、
具
現
の
歴
史
的
解
明
の
一
殴
陪
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
l
c

前
し
て
そ
の

数
量
に
於
て
色
、
形
式
に
於
て
も
、
絶
劃
に
完
結
せ
る
も
の
と
は
説
明
さ
れ
え
な
い
。

U!ll 五
、
歴
史
的
後
展
の
一
段
階
に
妥
嘗
性
を
か
ち
得
た
理
論
の
絶
釣
主
義
自
身
、
そ
の
時
代
の
子
で
あ
り
、
極
構

準
の
史
的
後
展
の
一
定
の
段
階
を
示
し
て
ゐ
る
。

我
今
は
こ
の
担
本
問
題
を
更
に
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ュ
!
ス
の
歴
史
皐
探
経
掛
息
一
e

の
課
題
と

方
法
と
を
明
か
に
し
た
い
と
思
ふ
。
我
ム
V

は
こ
れ
ら
を
整
珂
し
て
次
の
四
命
題
に
要
約
す
る
。

ー
経
済
墜
は
現

賓
の
歴
史
的
経
済
生
活
を
封
象
と
す
。
こ

経
掛
皐
の
理
論
は
歴
史
性
を
有
す
。
一
-
一

経
持
率
の
理
論
は
宰
間
的

門
岡
島
内
)
に
も
差
異
を
有
す
。
四
(
故
に
〉
理
論
の
絶
艶
主
義
は
殿
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ー
麗
梼
皐
は
現
貨
の
歴
史
的
経
糟
生
活
を
卦
象
と
す
。
(
根
木
命
題
の
=
一
)

J

園
民
経
糟
皐
は
困
民
経
済
的
生
命
の
事
貨
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
よ
り
離
れ
て
恐
意
的
に
珂
論
を
構
成
す
る
こ
と

を
排
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
き
て
岡
島
経
済
的
事
責
は
、
非
極
端
情
的
現
象
と
密
接
な
る
聯
闘
を
持
っ
て
ゐ
る
。
敢
に
「
現



質
的
生
の
粧
持
的
事
賃
を
国
民
経
済
的
推
理
の
基
礎
と
な
せ
ば
な
す
程
、
若
し
人
が
現
賞
ム
」
矛
盾
す
る
結
論
に
到

達
す
ペ
き
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
自
費
的
に
、
純
粋
に
は
経
済
的
性
質
を
持
た
ぬ
諸
要
素
k
共
に
考
察
せ
ね
ば
な

ら
札
。
L
人
或
ひ
は
之
を
「
他
の
科
皐
L
又
は
経
済
皐
の
理
論
を
臆
用
し
亡
「
賃
蹟
」
に
委
ぬ
ぺ
き
だ
と
な
す
が
、
誤
り

で
あ
ふ
。
加
之
か
〈
し
て
得
ら
れ
た
経
済
理
論
は
、
歴
史
的
生
命
に
吟
味
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
真
理
性
が

保
聾
さ
れ
る
。
若
し
も
理
論
と
現
貰
と
の
聞
に
矛
盾
を
殺
見
す
る
な
ら
ば
、
人
は
現
賞
を
理
論
に
打
従
へ
る
の
で

は
な
く
、
理
論
を
捨
て
〉
現
貰
に
聴
く
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
こ
の
こ
ど
に
よ
っ
て
経
済
患
に
は
歴
史

研
究
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
岡
氏
経
済
の
現
在
を
知
る
た
め
に
は
、
週
土
A

よ
り
の
後
展
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

翠
に
現
在
を
の
み
知
る
人
は
近
頑
眼
者
に
比
す
ぺ
〈
、
腫
史
的
知
識
の
眼
鏡
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め

て
現
在
の
貫
相
は
把
え
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
〈
て
歴
史
研
究
は
、
経
済
皐
の
軍
な
る
補
助
研
究
で
は
な
く
、
蛭

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
町

油
開
撃
者
の
個
有
の
任
務
の
真
中
に
め
る
。
だ
が
麓
梼
撃
に
於
け
る
問
題
は
、
園
民
に
絶
え
や
過
去
に
は
存
在
し
て

ゐ
な
か
っ
た
も
の
を
如
何
に
意
欲
的
に
形
成
せ
ん
と
し
た
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
研
究
は
あ
り
し
も

の
〉
翠
な
る
寝
具
の
如
き
複
製
で
は
な
い
。
経
漕
理
論
は
生
命
令
-
運
動
に
於
て
研
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
「
何
慮
よ
り
の
問
題
」
と
並
ん
で
、
「
何
慮
へ
の
問
題
」
を
把
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ーー

経
漕
撃
の
理
論
は
歴
史
性
を
有
す
。
(
根
本
命
題
の
了
一
一

L
一・四)

之
を
近
世
輝
梼
皐
の
史
的
援
展
に
於
て
概
説
し
ゃ
う
。
而
し
て
之
は
同
時
に
ク
ニ

1
ス
の
取
っ
た
課
題
を
認
識

す
る
所
以
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

-
B
1
1
p

・P
品

1
ス
の
圃
民
経
務
事

第
四
十
一
巻

三
九
九

第

競

O 
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第
四
十
一
巻

第
三
披

カ

1
7
p
-
7
f
z
の
園
民
経
済
事

重
商
主
義
者
は
特
に
一
闘
の
諸
闘
係
を
把
え
た
。
彼
等
が
交
通
の
欲
求
・
園
庫
の
た
め
、
貨
幣
の
根
元
を
説
明
す

ナ
ヂ
ヨ
ナ

l
v

る
な
ら
ば
、
圏
内
の
利
益
・
服
態
に
閲
す
る
限
り
、
政
治
経
済
皐
の
岡
民
的
取
扱
ひ
方
で
あ
り
、
こ
れ
は
岡
民
的
分

O 

四
O
O

困
際
的
に
職
時
獄
態
で
あ
っ
た
官
時
の
表
現
で
あ
る
。
彼
等
の
有
し
た
闘
心
も
根
本
命
題
も
、
近
代

岡
家
生
活
の
殺
展
段
階
に
属
し
て
ゐ

L
。
章
一
農
主
義
者
は
奮
制
民
に
反
劃
し
て
「
自
然
的
秩
序
」
を
建
て
ん
と

離
が
鋭
〈
可

し
た
、
彼
等
は
外
岡
貿
易
@
工
業
持
働
に
封
、
す
る
農
業
の
基
本
的
意
義
を
強
制
し
、
岡
家
及
び
封
建
諸
侯
の
統
治

仁
反
析
し

τ、

数
等
の
皐
説
は
宜
商

農
民
屠
mw
揖
護
人
と
な
っ
土
。
彼
等
は
理
性
の
勝
利
L
を
確
作
し
士
か
ら
.

主
義
よ
り
も
一
大
注
歩
を
遂
げ
に
。
重
商
主
義
者
が
園
民
経
済
墜
の
岡
民
的
要
素
を
主
張
し
た
と
す
れ
ば
、

経
済
に
於
げ
る
道
徳
的
契
機
の
奉
揚
は
重
農
主
義
者
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

園
民

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
鰹
梼
皐

は
大
な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
。
彼
は
イ
ギ
叩
ノ
ス
の
現
貫
の
研
究
よ
hJ
出
議
し
て
、
重
農
主
義
的
理
論
佐
揖
取
し
、
重

、
、
、
、

商
主
義
の
岡
家
主
義
に
劃
立
し
で
、
人
道
主
義
的
高
民
主
義
を
唱
え
た
。
之
に
は
珂
論
の
絶
劃
主
義
が
表
は
れ
て

ゐ
る
が
、
同
時
に
第
三
階
級
と
の
深
き
結
合
を
示
し
て
ゐ
る
。

ス
ミ
ス
の
理
論
は
敵
測
に
停
は
り
、

イ
ギ
η
ノ
ス
の

産
業
服
態
は
持
来
到
達
さ
る
べ
き
模
範
と
考
へ
ら
れ
で
、
経
済
皐
者
は
何
れ
も
ス
ミ
ス
の
理
論
を
模
倣
す
る
こ
と

に
身
を
惜
し
た
。
が
之
は
正
し
か
っ
た
か
?

ス
ミ
ス
の
理
論
の
絶
封
主
義
が
主
張
す
る
如
〈
、
園
家
聞
の
制
限

は
無
く
な
っ
た
か
?

事
貫
は
之
に
反
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
シ
戟
争
時
代
の
反
動
は
、
闘
民
的
特
殊
性
と
濁
立
性
の
意
識
を
益
と
強
烈
な

ら
し
め
た
。
此
の
反
動
の
正
賞
牲
と
必
然
性
と
を
誼
明
せ
ん
と
し
て
立
上
っ
た
の
が
、
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ

1
及
ぶ
ア

ss. 25， 26 SS. 260， :z6t. 
S. 26， SS. 261-263， S. 275. 
SS. 26， 27， SS. 27ι-279・j

)
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9 

9 
ツ

ヒ

9 
3え

ト

で
あ
る1)

。

彼
等
の
所
論
は
全
然
一
致
し
て
は
ゐ
な
い
が
、
ス
ミ
ス
経
済
畢
の
自
由
主
義
的

傾
向
に
反
し
、
岡
家
活
動
の
必
要
な
る
を
力
説
し
た
鈷
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
た
。
自
向
主
義
経
樺
島
一
・
は
ス
ミ
ス
以

、

、

.

、

‘

.

、

フ

エ

戸

ケ

1
u
v
ス
ン
ユ
タ
シ

V

、
、
、
、

後
、
自
由
貿
易
論
と
し
て
殺
展
し
た
。
ド
イ
ツ
に
於
て
も
商
業
階
級
は
自
由
貿
易
論
を
唱
え
園
家
活
動
を
排

、
、
、
、
、

反
之
ミ
士
7
1
・9
ス
ト
の
流
を
汲
h
u
者
は
、
保
護
貿
易
論
を

し
て
個
人
の
自
由
江
る
鰹
持
的
活
動
を
要
求
し
た
。

園
民
的
力
と
濁
立
性
と
を
強
調
し
、

軍士、主
食、唱
主、し
議、て
の、

主
張
が
あ
る

岡
家
穣
力
の
経
済
活
動
へ
の
介
入
を
要
求
し
た
。

尚
こ
〉
に

ク
ニ

I
ス
に
従
へ
ば
、
こ
れ
は
自
由
貿
易
論
が
第
三
階
級
の
理
論
で
あ
る
に
劃
し
て
、

第
四
階
紐
の
理
論
で
あ
り
、
共
に
市
民
枇
舎
内
部
の
理
論
で
あ
る
か
ら
、
自
由
貿
易
論
の
中
に
含
め
ら
る
ぺ
き
で

あ
ふ
。
而
し
て
営
時
の
ド
イ
ツ
の
岡
家
権
力
は
、
自
由
貿
易
論
と
保
護
貿
易
論
と
の
封
立
す
る
二
つ
の
要
求
に
掛

し
て
決
定
を
奥
ふ
る
任
務
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
耀
漕
島
一
e

の
理
論
も
同
様
に
、
「
特
に
ド
イ
ツ
に
於
て
は
、
綜

A
同
を
求
め
、
保
護
関
税
理
論
と
絡
劃
的
自
由
貿
易
と
の
成
熟
せ
る
要
求
の
一
面
性
を
指
摘
し
、
双
方
よ
り
離
れ
双

ー
、
フ
テ

方
よ
り
揖
取
し
、
雨
者
を
穂
括
す
る
中
庸
の
道
に
入
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」
と
ク
ユ

l
ス
は
云
ふ
の
で
あ

る。
以
上
に
於
て
、
経
漕
準
設
の
歴
史
性
と
、

ク
エ

l
ス
が
彼
の
園
民
経
稗
皐
に
於
て
意
園
し
た
と
こ
ろ
の
色
の
と

ド
イ
ツ
に
於
け
る
経
済
皐
上
の
劃
立
す
る
二
要
求
即
ち
自
由

貿
易
論
と
保
護
貿
易
論
と
を
、
中
庸
の
道
に
立
っ
て
綜
令
せ
ん
こ
と
を
自
ら
の
課
題
と
し
た
の
で
あ
つ
む
。

が
明
か
に
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。
郎
ち
ク

z
l
ス
は
、

一ー一
経
掛
皐
の
理
論
は
空
間
的
に
も
差
異
を
有
す
。
〈
根
本
命
題
の
二
)

カ
ー
ル
・
タ
昌

T

Z

の
岡
氏
経
済
事

第
四
十
一
巻

第

披

一O
三

四
O 

調，

SS. 279町.
SS. 291. 292.この慰に閣する論評は他日に譲る。 3) SS. 289・290ーグ

=ースは、この意味に於て RO::icherの“ Grundr回日非常に重要親し、木書
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カ

1

f
ク
ュ

1
ス
の
圃
民
経
済
皐

第
四
十
一
巻

四
O
二

第

三

就

一

O
四

ク
ユ
!
ス
は
地
域
及
び
闘
民
性
の
蛭
掛
皐
へ
の
影
響
を
読
き
、
之
を
イ
ギ
"
ノ
ス
ん
・
フ
-
フ
ン
ス
ん
・
イ
タ

9

1
ん

ド
イ
ツ
人
ド
就
て
誼
明
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
此
慮
に
は
ド
イ
ツ
の
岡
氏
性
と
ド
イ
ヅ
に
於
け
る
経
梼
理
論
の
稜
展

に
就
て
彼
の
一
再
ふ
と
こ
ろ
を
聞
か
う
。

ド
イ
ツ
の
闘
民
性
は
、
「
哲
皐
的
認
識
へ
の
素
質
・
委
て
の
知
識
に
於
て
有

機
的
瞳
系
附
け
の
衝
動
・
教
養
の
多
面
性
・
異
質
的
な
る
も
の
を
合
成
す
る
郎
ち
外
園
の
傍
養
口
叩
を
ド
イ
ヲ
人
の
血

に
化
す
る
傾
向
性
、
と
能
力
。
人
道
主
義
・
賎
史
的
戚
控
」
に
於
て
特
徴
づ
げ
ら
れ
る
が
、
之
が
経
構
理
論
の
稜
展
に
輿

る
2
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
亡
。
先
づ
ア
ダ
L

・
3

ミ

F

必
皐
訟
切
承
認
と
磁
討
と
は
、
英
聞
と
並
ん
で
ド
イ
ツ
に
於
け

る
程
盛
に
行
は
れ
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
又
程
樺
墜
の
哲
撃
的
基
礎
づ
け
の
要
求
は
、
早
〈
よ
り
唱
え
ら
れ
で

ゐ
た
。
同
時
に
闘
家
樺
力
の
行
動
と
個
人
の
経
稗
的
活
動
と
の
聯
闘
の
遍
在
が
認
識
さ
れ
て
ゐ
た
。
更
に
経
済
皐

の
法
則
の
歴
史
的
被
制
的
性
の
認
識
は
早
〈
準
備
さ
れ
て
ゐ
た
。
而
し
て
此
慮
に
粧
樺
皐
の
課
題
の
解
決
に
非
常

な
る
功
績
を
持
つ
岡
民
粧
掛
皐
の
歴
史
的
方
法
が
出
現
す
る
地
盤
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

四

経
持
率
に
於
け
る
現
論
の
絶
艶
主
義
は
慶
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
根
本
命
題
の
四
・

5

自
由
主
義
的
経
糟
珂
論
の
根
底
に
横
は
る
も
の
は
、
「
理
論
の
絶
卦
主
義
」
(
〉
Z
D
Z
P
5
5
島

内

『

叶

r
R
W
)
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
「
経
済
撃
の
課
題
の
科
率
的
労
作
に
於
て
、
無
保
件
的
な
る
も
の
、
卸
ち
あ
ら
ゆ
る
時
・
あ
ら
ゆ
る

闘
及
び
園
民
性
・
に
劃
し
て
同
様
に
妥
嘗
す
る
も
の
を
提
供
せ
ん
と
す
る
要
私
」
含
意
味
す
る
。
人
は
之
を
時
に
高

民
主
義
(
内
C
M
自宅o一一円
2
5
5
)
と
云
ひ
、
又
永
遠
主
義

(
F『官
Z
山
口
自
主
回
)
と
一
再
ふ
。
が
前
者
は
昼
間
的
制
約
を
無

調
せ
る
を
主
張
す
る
に
と
Y
ま
り
、
時
間
的
制
約
を
超
え
ん
と
す
る
意
味
を
表
は
さ
守
、
後
者
は
そ
の
反
艶
で
あ

55. 328-334・4) SS. 324-328 3) 2) 日5.320-324・
5. 24. 

55. 3[7-320 
5. 329・ 6)5) 



っ
て
「
絶
劃
主
義
」
は
こ
の
雨
面
を
粂
ね
備
へ
る
も
の
で
あ
札
。

ク
ユ

I
ス
炉
開
論
の
絶
卦
主
義
を
排
す
べ
し
と
な

す
根
擦
は
、
肢
に
明
か
で
あ
ら
う
。
彼
は
こ
の
主
張
自
身
歴
史
的
産
物
で
あ
る
こ
と
を
正
蛍
に
も
指
摘
す
る
。
而

し
て
之
に
劃
す
る
批
剣
の
試
み
は
、
肢
に
ミ
ュ
フ

1
及
び
叩
ノ
ス
ト
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、

就
て
の
み
批
剣
し
、
後
者
は
永
遠
主
義
の
み
が
}
排
撃
し
た
に
留
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
ク
ユ

1
ス
は
彼
自

身
の
主
張
を
如
何
に
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
る
か
。
「
相
劃
性
の
原
則
」
(
司
ユ
2
2℃

z
q
同
己
邑
丘
片
山
門
)
左
呼
ぷ
ち
の
が

理
論
が
時
間
的
・
空
間
的
に
、
制
限
さ
れ
た
相
卦
的
尖
嘗
性
の
み
を
有
す
る
ご
と
を
意
味
す
る
。

前
者
は
高
民
主
義
に

之
で
あ
っ
て
、

ニ

l
ス
は
、
中
庸
の
道
に
立
っ
て
自
由
貿
易
論
と
保
護
貿
易
論
と
の
綜
合
と
一
京
ふ
彼
の
課
題
ぞ
解
決
せ
ん
と
す
る

に
常
hd
、
「
絹
針
的
解
決
」
九
γ・
断
食
せ
'
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
と
高
ム
。

「
か
の
綜
合
的
課
題
に
就
て
は
、
重
商
主
義
的
及
び
重
農
主
義
、
ス
ミ
ス
的
理
論
の
簡
皐
な
る
並
置
が
問
題
で
あ
る
が
如
き
誤
解
に
は
警
戒
す
る
を
要

し
な
い
で
あ
ら
う
。
我
々
は
む
し
ろ
、
国
家
的
に
秩
序
づ
げ
ら
れ
た
る
文
化
に
於
て
、
人
間
的
文
化
の
賓
現
の
た
め
に
相
互
に
械
利
づ
げ
ら
れ
た
、

、、

而
し
て
事
責
存
在
す
る
二
つ
の
生
命
力

(
Z
F
Z
E
m
n宮
内
一
一
は
個
人
よ

b
尚
で
て
個
人
的
経
済
活
動
の
自
由
な
る
範
園
の
た
め
に
活
動
す
べ

き
、
而
し
て
他
は
図
案
櫨
力
よ
り
出
で
〉
共
同
の
要
求
の
た
め
、
岡
民
会
組
の
生
活
の
た
め
に
活
動
し
、
目
的
を
自
費
し
て
保
護
を
な
す
べ
き

l

の
原
理
的
承
認
へ
館
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
ベ
ク
昌

1

Z
は
つ
Y
い
て
岡
家
有
機
檀
設
を
展
開
す
る
。
即
ち
個
人
と
国
家
と
の
原
理
的
承
認
と
は

有
機
盤
的
承
認
e

伊
意
味
す
る
|

l出
口
)
:
:
;
・
か
く
て
資
際
又
政
治
経
済
撃
の
新
時
代
に
封
し
て
次
の
事
は
特
徴
的
で
あ
る
。
郎
ち
個
別
的
な

る
経
済
が
、
只
『
闘
の
富
』
・
『
国
家
全
稽
』
の
目
的
・
普
遍
的
国
家
機
カ
の
課
題
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
観
察
せ
ら
れ
な
い
と
云
ふ
こ
と
、
だ
が

問
機
に
後
者
は
個
人
経
済
を
保
護
・
促
進
す
る
こ
と
の
み
に
そ
の
本
分
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
。
我
々
は
訣
れ
る
態
度
か
ら
免
が

れ
、
初
め
か
ら
二
つ
の
生
命
力
の
事
貧
上
の
存
在
を
そ
れ
ら
の
特
殊
的
な
衝
動
・
カ
・
目
的
と
共
に
法
目
し
て
、
そ
れ
ら
の
同
時
的
な
相
互
存
立
と

共
に
、
時
間
の
経
過
に
於
げ
る
南
面
的
な
俊
民
過
穫
を
研
究
す
べ
く
努
め
ね
ば
な
ら
な
川
」
。

我
々
は
ク

-7l
ス
が
相
劃
性
の
原
則
と
帯
す
る
も
の
が
、

-

B

 

一
4

一，、、

於
比
、

有
機
瞳
詩
的
解
決
で
あ
り
、

叉
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の
相
劃
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カ
ー
ル
・
タ
ユ

T
ス
の
岡
氏
経
済
串

第
内
十
一
巻

四

O
四

第

3虎

O 
ノ、

性
の
こ
主
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
.

、、

最
後
に
経
済
皐
の
法
則
に
J

枕
て
彼
の
一
五
ふ
と
こ
ろ
を
記
き
う
。
結
構
皐
が
「
現
象
の
法
則
」
を
扱
ふ
も
の
で
あ
る

こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
な
い
。
耐
し
て
こ
の
法
則
は
、
「
殺
展
法
則
」
と
「
類
似
法
則
」
の
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
経
済
現

象
の
時
間
的
・
空
間
的
制
約
は
、
法
則
を
か
〈
特
徴
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

-四町

.-創
価 圃 阻

4ク

:凡
(7) 

1翻
j芸t
f盤
i賢
母告

制
.昔町

.~芯h 

5皆
L 

(/) 

揖常t 
1縛事E

我
L

苧
は
グ
一
7
1
ス
の
岡
民
経
持
論
及
び
岡
氏
経
済
の
課
題
と
方
法
と
を
概
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
岡
民

結
構
皐
の
概
念
を
得
た
。
次
に
之
に
若
干
の
考
察
を
加
へ
て
我
々
の
研
究
に
費
し
た
い
と
思
ふ
。
が
先
づ
我
々
は

嘗
時
の
ド
イ
ツ
の
経
済
肢
態
と
思
想
界
の
潮
流
と
に
就
て
、
理
解
を
得
て
お
〈
必
要
が
あ
3
0
周
知
の
如
〈
、
ド

一
八
四
八
年
よ
り
普
偽
戦
争
(
一
八
七
O
年
}
に
至
る
聞
に
そ
の
基
礎
を
確
立
し
む
。
剖

イ
ツ
の
産
業
資
本
主
義
は
、

ち
ク

-
7
1
ス
の
「
歴
史
的
立
揚
よ
り
見
た
る
園
民
粧
梼
皐
」
は
宛
も
ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
確
立
営
時
に
於
け
る

程
掛
皐
的
勢
作
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
我
ιr
は
光
づ
こ
の
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
ド
イ
ツ
の
思
想
界

に
見
ら
れ
る
著
し
い
現
象
は
、
「
歴
史
皐
探
」

(
F
E
R
-
R
Z
F
Z
F
)の
隆
盛
で
あ
る
。
「
歴
史
皐
探
」
は
庚
狭
種
ム
ザ
の

意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
が
、
我
冷
は
今
ト
レ

Y
チ
に
従
っ
て
之
を
解
き
う
と
思
ふ
。
卸
ち
ア
ダ
ム
:
二
-
フ

1
及
び
uv

ェ
リ
ノ
ン
グ
よ
り
哲
準
的
基
礎
を
得
て
、

法
律
撃
に
於
け
る
サ
ゲ
イ
ユ
!
、

ア
イ
ヒ
ホ

y
y
・3
一
日
語
撃
に
於
け
る
G
'

グ

y
ム
・
歴
史
皐
に
於
げ
る
べ
ヴ
ク
・
等
に
よ
り
て
主
唱
せ
ら
れ
、
「
有
機
韓
説
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
思
想
を

S<;. 477-479 
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一
耳
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
経
稗
墜
に
於
け
る
歴
史
皐
一
蹴
も
亦
、
此
思
想
の
一
表
現
で
あ
っ
た
。

き
て
我
冷
は
我
ι
干
の
考
察
を
、
上
越
の
ク
ニ

l
ス
の
岡
民
極
端
情
撃
の
特
徴
的
な
四
命
題
に
就
て
試
み
や
う
。

-
彼
が
園
民
極
構
の
現
寅
を
主
調
し
、
理
論
よ
り
も
現
賞
に
優
位
を
置
い
て
、
抽
象
的
な
る
理
論
を
排
斥
せ
ん

左
し
た
こ
左
は
異
に
正
し
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
主
観
的
な
石
構
想
を
以
て
現
賞
を
打
従
へ
、
事
賞
を
歪
曲
せ

ん
と
す
る
す
べ
て
の
理
論
的
態
度
に
謝
し
て
、
我
冷
は
彼
と
共
に
現
買
に
従
ひ
、
現
賓
の
物
語
る
と
こ
ろ
に
忠
貨
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
こ
の
正
し
い
態
度
に
ち
係
は
ら
中
、
彼
の
闘
民
経
済
論
に
於
て
批
判
す
べ
き
最
も
根

本
的
な
4
0
賭
は
、
岡
民
輝
持
が
異
の
共
同
経
済
と
し
て
把
え
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
一
再
ふ
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
於
け
る

グ
マ
イ
シ
ン
ヤ
フ
ソ

ν
l
ベ
シ

共
河
生
活
と
は
、
一
枇
品
開
制
憾
と
岡
家
離
神
L
L

の
有
機
的
統
a
v
と
し
て
の
閑
民
結
構
の
こ
し
ι
で
J

の
っ
て
、
具
腫

的
自
畳
的
な
る
園
民
共
同
経
済
で
は
な
い
。

二
及
び
三

彼
が
経
済
現
象
従
っ
て
経
済
摩
の
歴
史
性
及
び
圃
民
性
を
指
摘
し
に
こ
と
は
正
し
い
。
だ
が
彼
は

之
を
基
礎
づ
け
る
如
何
な
る
枇
曾
哲
墜
と
歴
史
哲
墜
と
を
持
っ
て
ゐ
た
か
。
彼
は
従
来
の
極
構
撃
の
根
本
前
提
の

一
で
あ
る
「
花
有
財
産
」
を
以
て
歴
史
的
産
物
で
あ
る
と
云
ふ
。
け
れ
ど
も
私
有
財
産
が
殺
生
す
る
以
前
の
共
同

枇
命
H
(
郎
自
的
な
る
品
占
有
岡
経
済
)
に
於
け
る
生
産
手
段
の
存
在
形
態
に
ま
で
歴
史
的
知
識
を
深
め
て
私
有
財
産
の
歴
史
性

を
遁
求
す
る
の
で
は
な
い
。
か
く
て
そ
れ
は
そ
の
真
相
に
於
て
極
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ひ
え
な
い
の
で
あ
る
。
叉

従
来
の
極
持
撃
に
於
て
運
命
的
な
役
割
を
演
じ
た
吋
「
ぞ
と
舟
丸
山
5
5
に
就
て
も
、
そ
れ
が
歴
史
的
の
一
時
代
に
於

て
輝
漕
摩
の
根
本
椴
定
と
な
る
こ
を
を
指
摘
し
た
こ
と
は
正
し
い
と
し
て
も
、
原
始
共
同
盟
に
於
け
る
経
掛
行
局
周

ヵ
l
b
て
ク
ュ
1

ス
の
岡
氏
経
済
皐

第

f慮

一O
七

第
四
十
一
巻

四
O
五

r) E. Troeltsch: Ueber den historischen :Ilntwicklungsbegriff und die Univ<rsalge-
schichte (Ges. Sch. Bd. nf SS目 277'-303)
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力
ー
ル

-
p
-一-
1
λ

の
園
民
経
済
問
申

四
O
六

第

盟主

一O
入

第
四
十
一
巻

の
動
機
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ
の
展
開
の
一
段
階
と
し
て
之
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
怠
っ
て
、
之
を
善
悪
の
要
素
に

分
ち
、

一
を
と
り
他
を
排
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
主
義
的
経
掛
撃
の
抽
象
性
を
免
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

r，か善

悪
の
抽
象
的
調
立
を
以
て
し
で
は
句
z
g
g
m
0
2
s
g
は
止
揚
さ
れ
え
な
い
。
桓
漕
行
気
の
動
機
は
司
ユ
g
R
m
0
2
5
5

ア
ウ
フ
ヘ

l
ぺぷ

で
あ
る
こ
と
佐
止
め
て
、
原
始
共
同
種
樺
に
於
げ
る
動
機
伝
具
盟
的
に
取
り
か
へ
し
て
の
み
、
同
時
に
旬
石
伊
丹
mme

o
U
5
5
が
そ
こ
円
一
敗
町
小
ン
ら
れ
て
、
岡
民
共
同
的
な
粧
一
糟
行
錦
の
動
機
?
と
な
り
う
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
二
事
伊
良

て
し
で
も
、
被
の
歴
史
哲
皐
の
不
徹
底
は
明
か
で
あ
る

rら
う
c

従
っ
て
経
済
墜
に
於
で
求
め
ら
る
べ
き
「
礎
展
法

則
」
は
、
未

r抽
象
的
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
枇
曾
哲
墜
に
就
て
も
同
様
で
あ
る
。
彼
は
闘
民
性
を
探
ね

て
血
統
と
地
域
と
歴
史
的
瞳
醸
よ
り
成
る
と
説
〈
げ
れ
ど
も
、
「
何
等
前
提
を
待
つ
こ
と
な
く
、
指
し
示
め
さ
れ
〉

ぱ
直
ち
に
接
見
せ
ら
れ
る
」
閤
民
性
の
概
念
は
「
援
出
論
的
」
で
あ
り
、
岡
民
性
自
身
が
歴
史
的
世
曾
的
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
ゐ
る
。
故
に
彼
の
云
ふ
経
済
皐
に
於
け
る
「
類
似
法
則
」
も
決
し
て
園
民
の
個
性
を
把
握
し
た
上
で
の
法

則
と
は
云
ふ
を
特
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
歴
史
哲
皐
と
世
舎
哲
撃
と
の
不
徹
底
を
、

ク
ェ
!
ス
個
人
に
の
み
責

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
、
之
は
「
歴
史
串
蹴
」
の
有
機
腫
読
一
般
に
就
て
云
ひ
う
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
。
か
く
て
我
ι
干
の
批
剣
は
第
四
の
有
機
瞳
説
及
び
理
論
の
相
劃
性
の
吟
味
に
向
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

回

グ
ニ

l
ス
従
っ
て
ド
イ
ツ
の
歴
史
畢
慌
の
有
機
腫
設
は
、
コ
ン
ト
の
経
漕
論
的
生
物
皐
的
有
機
瞳
説
と
は

ド
イ
ヲ
ロ
マ
ン
ア
ィ

l
ク
の
影
響
を
受
け
た
形
而
上
皐
的
有
機
開
設
で
あ
る
が
、
有
機
腫
説
が
十
八
世

臭
っ
て
、

紀
の
機
棋
論
的
分
子
論
的
見
解
よ
り
一
歩
人
間
及
び
枇
曾
の
一
本
質
の
把
握
に
近
づ
い
て
ゐ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な

Max Weber: Roscher und Knies und die logischen ProbI~~me der historis.chen 
Nationaldlζonornie (Gesammelte Allfs呈t日 zurWiss即時c:haftslehreS. x44・
E. Troeltsch ibid.日s.280. 28，. 
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ぃ
。
け
れ
ど
も
人
間
及
び
枇
舎
の
異
寅
な
る
構
造
は
捧
詮
法
的
で
あ
っ
て
、
有
機
瞳
的
で
は
な
い
。
互
に
矛
盾
す
る

契
機
が
、
絶
品
到
に
矛
盾
会
ふ
が
故
に
か
へ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
結
び
付
く
静
護
法
的
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

調
立
す
る
も
の
を
金
曜
と
部
分
と
し
、
会
瞳
の
中
に
部
分
を
入
れ
、
矛
盾
な
き
有
機
的
統
一
の
中
に
溶
し
込
ま
ん

と
す
る
有
機
瞳
的
構
造
を
持
つ
の
で
は
な
い
。
逆
に
韓
首
法
的
構
造
は
有
機
瞳
的
構
還
を
契
機
と
し
て
止
揚
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
我
冷
は
「
鹿
史
血
中
波
」
の
有
機
鰻
設
が
機
械
論
的
見
解
よ
り
一
歩
兵
躍
的
で
あ
る
こ
と
を
承
認
ぜ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
同
時
に
、
史
に
之
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肯
定
す
る
静
誼
法
的
構
造
に
於
て
、
人
間
・
枇
合
・

歴
史
を
把
え
る
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
'T
グ
ェ

1
ス
に
就
て
具
韓
的
に
一
疋
ふ
な
ら
ぽ
、
彼
の
有
機
関
詑

は
吠
空
間
伝
一
郎
分
ょ
う
光
行
止
し
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
へ
と
枕
舎
に
町
し
て
輔
衆
佐
重
刷
す
る
情
岡
市
と
写
り
、

1
〆

R
4
1
1
3
1
1
1
1
J
H
a
i
l
'
;

個
人
主
義
及
び
枇
曾
主
義
に
調
立
し
て
、
国
家
主
義
的
特
性
を
表
は
し
て
ゐ
る
リ
が
我
ι
勺
か
取
る
べ
き
立
場
ば
、
会

瞳
(
圃
家
)
を
重
ん
や

J

る
有
機
種
説
的
立
場
で
は
な
く
、
部
分
と
金
阻
と
の
静
誼
法
的
統
一
た
る
園
骨
骨
義

HFDゆ

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
理
論
の
相
掛
主
義
に
封
し
て
、
我
冷
は
次
の
如
〈
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
由
主
義
的
経
済
皐
に
於
け
る
理

論
の
絶
劃
主
義
を
否
定
す
る
こ
と
は
正
し
い
。
亡
が
理
論
の
絶
卦
的
妥
嘗
性
に
劃
す
る
不
信
は
、
そ
の
反
劃
で
あ

る
相
調
主
義
に
よ
っ
て
克
服
き
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
問
論
が
本
性
上
相
艶
的
で
あ
る
こ
と
は
断
は
る
ま
で
も
な
い
。

け
れ
ど
も
ク
ュ

i
ス
が
自
ら
云
へ
る
如
〈
、
「
理
論
的
真
理
は
歴
史
的
に
漸
次
に
竣
展
せ
し
め
ら
れ
る
し
'
と
す
る
な

、.、.、.

ら
ぱ
、
理
論
の
相
封
性
は
絶
劃
主
義
の
ア
ジ
ア
ィ
テ

I
ぜ
で
あ
る
皐
な
る
相
劃
性
・
賭
史
性
と
し
て
見
ら
る
べ
き

カ
ー
ル

-
F
=
1
Z
の
国
民
経
済
息
子

第
四
十
一
巻

四
O
七

第
三
時
抗

一O
九



方

T
L
P
・
ク
ユ
ー
ス
の
園
民
経
済
撃

第
四
十
一
巻

O 

四

O
八

第

量主

廃
史
的
後
展
の
一
段
階
に
於
け
る
理
論
的
異
理
と
し
て
、
又
絶

、
、
.
、
、
、
、
、
、

夫
ム
町
の
理
論
は
単
に
全
瞳
の
異
聞
の
部
分
で
は
な
く
、
部
分
で
あ
る
と
共
に

で
は
な
い
。
そ
れ
は
相
劃
的
で
あ
る
と
同
時
に
、

て委、 ~-;f 
盟、性
念、の
代、面
表、を
す、も
る、手寺
と 7こ
云ね
ふ Lf
のな
でら
な:ぬ
け
れ，
ば!
な
ら
ぬ。
此
慮
に
於
て
も
我
冷
は
、

開
論
的
英
開
会
軍
な
る
部
分
と
し

て
み
一
躍
の
中
に
協
し
込
ま
ん
と
す
る
有
機
躍
説
に
逢
着
す
る
。

我
々
は
陣
地
耐
を
有
機
瞳
説
じ
で
は
な
〈
、

癖
誼
法

理
論
は
共
瞳
的
に
貫
践
的
と
は
な
ら
な

い
っ
ク
ド
一

l
ス
は
、
経
清
原
仁
於
け
る

Mm
史
研
究
の
重
県
佐
む
政
制
寸
る
c

り
れ
ど
も
、
貿
践
酌
刷
究
仁
蹴
て
は
即

川
、
、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

に
「
未
来
の
目
的
に
闘
し
て
確
信
を
得
、
目
的
へ
の
遣
を
解
へ
ふ
」
と
な
し
、
戚
性
的
な
る
貫
践
を
極
構
皐
の
反
省
の

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

基
礎
事
買
と
は
な
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
ク
ユ

l
ス
の
本
書
は
ド
イ
ツ
皐
界
に
於
て
無
視
さ
れ
た
、
げ
か
之
は
車

E
常一
2
停
で
あ
り
、
理
論
が
モ
ザ
イ
ク
の
如
〈
で
め
る
に
よ
る
も
の
の
み
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

的
に
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
機
瞳
説
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

に
彼
の
文
瞳
が

叉
彼
は
濁
自
の
極
構
撃
瞳
系
を
樹
立
す
る
に
至
ら
守
、
そ
の
理
論
は
全
く
ド
イ
ヅ
の
自
由
主
義
的
経
持
率
と
異
な

る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
と
一
再
ふ
。
之
彼
の
立
場
の
賓
践
的
結
論
で
あ
っ
て
、
我
ム
ザ
の
深
き
反
省
を
要
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
が
我
ι
干
の
ク
ニ

l
ス
の
理
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ヅ
ジ
ュ
な
特
徴
づ
け
と
そ
の
批
剣
で
あ
石
C

要
之
彼
の
珂
論

は
、
経
済
現
象
を
歴
史
的
世
合
的
な
る
立
場
か
ら
考
察
す
る
具
暗
的
な
る
立
場
に
立
た
ん
と
し
な
が
ら
、
而
も
有

機
瞳
説
的
哲
串
的
基
礎
の
故
に
、
事
態
の
真
相
の
把
握
に
は
到
達
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
之
際
史
筆
恨
の
思

潮
に
育
っ
た
デ
ィ
Y
タ
イ
を
し
て
、
「
彼
等
の
研
究
と
歴
史
現
象
の
評
債
と
に
は
、
哲
撃
的
基
礎
付
け
が
挟
け
て
ゐ

帯、

K.nies ibid.日・ 376 V gl. S. 436. 
M. Weber， ibid. S. 43. 
L. Cossa，却 Introduction
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た
コ
歴
史
畢
探
は
明
確
な
る
方
法
に
到
達
し
な
か
っ
九
」
と
云
は
し
め
、
歴
史
畢
涙
に
哲
串
的
基
礎
を
奥
へ
る
こ
と

を
以
て
、
彼
自
ら
の
生
涯
の
理
論
的
課
題
た
ら
し
め
た
所
以
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ツ

ν
ア
ー
ル

ク

-71
ス
の
理
論
の
現
宜
的
批
剣
、
即
ち
ド
イ
ヅ

ジ
ュ
な
批
判
に
も
増
し
て
吾
人
に
強
〈
批
判
を
迫
る
も
の
は
、

の
後
進
資
本
主
義
に
劃
す
る
彼
の
態
度
の
批
判
で
あ
る
。

彼
は
自
由
主
義
的
経
構
墜
の
現
実
的
特
徴
を
、
「
第

階
級
」
「
商
業
階
級
」
の
理
論
と
し
て
正
し
〈
も
把
え
に
。
に
も
係
は
ら
や
、
彼
が
杢
瞳
(
闘
家
)
の
立
場
に
立
っ
て

自
由
主
義
的
経
済
摩
を
有
機
瞳
的
に
綜
合
せ
ん
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
に
謝
し
て
肯
定
的
・
保
存
的

な
る
理
論
で
あ
っ
た
、

の
み
な
ら
争
岡
家
活
動
の
媒
介
会
遁
し
て
途
行
せ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
後
進
資
本
主
義
の
薮

展
は
、
彼
の
岡
家
主
義
的
経
漕
即
論
に
反
映
し
て
ゐ
る
と
一
五
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
彼
の
陪
市
民
感
慨
的

で 艇
め梼
る2) 撃
。カ4

資
本
主
義
的
経
梼
撃
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
は
、

肢
に
』
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ア
ー
が
指
摘
せ
る
と
こ
ろ

我
々
は
自
由
主
義
的
経
漕
撃
を
有
機
瞳
説
的
に
で
は
な
く
、
緯
誼
法
的
に
止
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
闘
民
主

義
的
経
捧
皐
を
築
か
ん
こ
と
を
期
す
る
。
そ
の
詮
上
に
於
て
、
園
民
経
済
墜
を
目
指
し
乍
ら
、
而
も
上
の
如
き
抽

象
的
な
る
珂
論
に
墜
し
た
る
ク
ニ

l
ス
の
理
論
を
反
省
の
劃
象
と
し
、
覆
轍
を
履
ま
ぎ
ら
八
こ
と
に
努
む
る
は
、

意
義
あ
る
こ
と
う
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
我
や
は
我
々
の
課
題
に
於
て
は
哲
準
的
基
礎
付
が
如
何
に
根
本

的
に
重
大
で
あ
る
か
を
、
此
庭
に
於
て
も
痛
戚
す
る
・
次
第
で
あ
る
o

カ
ー
ル
・
タ

=
1
ス
の
圃
民
経
済
事

四
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Dilthey， Ges. Sch. Bd. r SS. XVr"':XVII. 
H. Freyer Die Bedeutung der Wit出 haft1m philosophischen Denken des 19・
J.hrhunderts邑S. 129， 130. 

2) 


